
神吉研　平松 那奈子	
Nanako HIRAMATSU

おばけの合奏
私たちは場所を地名や「田舎」などの言葉で切り取り捉えようとする。しか
し、同じ〇〇という地域の中でも大きく環境が変わることもあるし、逆に「都
市」と「田舎」でも似た場所は存在しうる。場所を理解しようとすることで、
見落とすものもあるのではないか。敷地や環境を設計者の「理解」を通じて
建築に関わらせるのではなく、敷地の環境が自ずから語り始める仕組みを設
計できないだろうか。「おばけ」という概念を用いて敷地を入力すると建築が
設計されるツールを提案する。

「出力」という言葉、式への代入、レールの幾何学的操作。
一見ドライに見える彼女の手法は一方で、きわめて情緒的
にも感じられる。式を構成するのは、周囲の植栽や文字の
量、電柱や潮風など、微視的かつ恣意的でありながら、妙
にリアリティのあるものたち。そんな環境の断片たちが自
走してできあがった建築は、場所に吸収されない不思議さ
と、その場所に落ち着くような違和感のなさを持って佇む。
ポリラインやサーフェスを単位に成り立つのではなく、「お
ばけ」というユーモラスでヒューマンな主人公たちで構成
される世界。彼女の豊かな感性が拓く「恣意性」の新たな
地平に、ただ感服している。
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平田研　若井 咲樹	
Saki WAKAI

建築燃ゆ
世の中の建築には「動き」がない。「動きの建築」──その「動き」とは何な
のだろうか。私が考えた動きとは、「命が宿る」ことである。動物や植物など
命あるものは、この世に生を授かったその瞬間から成長、成熟しやがて朽ち
果てていく。限られたその命を全うする過程こそ、「動き」である。建築に「燃
え尽きる」という「死」を与えることで、命を吹き込む。私は建築の燃え方
を設計し、逆算するように建築を設計することで、建築の一生をデザインした。
死に向かっていくその様は、炎という媒介物により、生命感に溢れたものと
なり、その過程にある燃えゆく建築こそ、動きそのものの中にある建築なの
である。

ダニエル研　酒井 良多	
Ryota SAKAI

代謝を格納する建築
相互に無交流なカプセルの集合体である中銀に代わって、次の 50 年の都市
生活を象徴する建築を考えたい。構成単位をカプセルからフレームとし、住
居、緑地、企業、立体街路の４機能を格納する。自己格納容器ではなく環境

（代謝する自然と文明）を格納する容器がユニットとなり、その集合体は人々
の営みが相互接続された都市となる。プリミティブで新しい高層住宅の提案
である。

柳沢研　小森 幸 / 杉本 春佳	
Yuki KOMORI / Haruka SUGIMOTO　

菊浜まちリノベーション
ワーケーションは生活・仕事・観光という三要素がまじりあう、地域に開い
た宿泊形態である。さらに地域に根付いた滞在の仕方により宿泊者が地域を
一度ではなく何度も訪れることも期待される。今後宿泊施設の増加が予想さ
れる菊浜において、地域と密接に結びつく新たな宿泊形態であるワーケーシ
ョンを「まちリノベーション」によって導入することで、菊浜の町の魅力を
残しながら宿泊施設を生活に取り込んだ町の未来像を提案する。

「動きの建築」というテーマは多義的であり、どうにでも
捉えられるような普遍的なテーマに思える。それに対して
炎によって死と生の輝きを鮮明に描き出したという本作品
は、文字通り圧倒的な輝きを放っていた。建築を燃やすと
いうことに直接的な実用性はない。しかし人間を超えた状
態としての建築は、私たちが見失ってしまっていたものを
思い起こさせるような何かがあり、不思議と心の奥深くに
入り込む。そのような建築の可能性は、今後さらに議論さ
れていくべきであろう。

ユニットを ｢カプセル｣ から ｢格納するフレーム｣ に置き
換え、新しいメタボリズムを展開している。中銀カプセル
タワーの再構築というテーマの中で、形態にとらわれず、
概念としての代謝に真摯に向き合っていたのが印象的で
あった。立体街路による有機的接続。代謝する自然・文明
に対しての応答に少々物足りなさを感じるが、難解な問題
に立ち向かう作者のパワーを感じる提案だった。

もはやあたりまえのように存在している菊浜の特徴に積極
的に手を加え、まちを尊重した変化を起こす。“ まちリノ
ベーション ” と名付けた鮮やかな手法が印象的であった。
ステイというテーマに対してまちに入り込む視点が含まれ
たワーケーションを設定し、ワーケーションの綿密なアー
カイブに基づいて設計された本作品には説得力が感じられ
た。住民の視点と外からくる人の視点を交互に行き来する
柔軟性と、繊細な操作で力強いストーリーをつくる構成力
に今後も期待したい。
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gravureスタジオ設計課題概要 

平田スタジオ	 動きの建築
HIRATA Studio

建築は不動の定点をつくる動かない存在であり、人間たちの活動がその中で変化する、というのがこれまでの建築のあり方だった。
しかしもっと動的なものとして建築を捉え直せないだろうか。それは文字通り動く建築であっても良い。
あるいは、建築の使い方が刻一刻と変化するような、生態系における棲み分けの概念に近づくような建築を考えても良い。
あるいは、流れの中で敷地そのものも形が変わってしまうような状況の中の建築を考えても良い。
動きと建築が対比的にあるのではなく、建築そのものが動きの中にあるということを、建築化してほしい。

ダニエルスタジオ	 DIFFERENCE AND REPETITION
DANIELL Studio

現在取り壊しが予定されている中銀カプセルタワーは、動的平衡状態にある均質なコミュニティ、つまり個人間の微妙な交渉によって
生み出された一時的な集団の建築的表現として理解できるかもしれない。COVID-19 の大流行とそれに伴う規制によって、近接型コミュ
ニティが枯渇し、ひきこもりのような社会病理が増加している。中銀カプセルタワーを再構築することで、新しいタイプの社会生活の
提案を目指す。

神吉スタジオ	 場所の力
KANKI Studio

これまでにない変化をみせる現代の都市・地域で、どのようなランドスケープが受け継がれ創造され得るだろうか。新しいランドスケー
プにむかうために、場所に潜む⼒を読み、その⼒を顕在化させる建築と都市・地域空間の提案をめざす。各⼈が選ぶ敷地およびその位
置する都市・地域の「場所の⼒」の読解作業を重視しつつ進める。敷地は、現地調査可能な範囲、⼜は資料等で敷地を⼗分に説明でき
る場所から、⾃由に選ぶ。

柳沢スタジオ	 アフターコロナステイ
YANAGISAWA Studio

新型コロナウィルスの拡大によって、観光業と宿泊業は大打撃を受け、日常のステイの様式に加え、観光や宿泊のあり方が一変した。
災害時の利用やコロナ感染者の療養施設等、宿泊施設が都市機能の別の側面をもっていることも明らかになり、宿泊客の増加を想定し
たステイのモデル（かた）は見直しを迫られている。持続性の高い宿泊施設の形態や日常の延長としての滞在や宿泊を模索し、新しい
都市機能を担うステイのあり方を考える。
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KANKI Studio / HIRAMATU
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HIRATA Studio / WAKAI
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DANIELL Studio / SAKAI
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3. まちリノベーション
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1. 菊浜地区の現状　

敷地は京都の五条通りの南にある、菊浜地区の空き地を対象とする。菊浜地

区は昔ながらの住宅やお茶屋建築などが高密度で混在して並ぶ町である。町

の中に高瀬川と鴨川が存在する緑が豊かな場所であり、住民は近年では五条

会館やお茶屋建築等の観光資源を有することに加え、鴨川沿いの眺めがよい

こと、京都駅や菊浜外の観光地へのアクセスが良いこと等から地価が高騰し、

近いうちに開発による大きな変化が起こると考えられている地域である。

開発に関する期待を持たれる一方で、

⑴空間的特性＝規模感・素材感など周辺の空間的特性に合っていないと感じ

る建築が建てられつつある

⑵空き家のゲストハウス化や空き地のホテル化により宿泊施設が増加→町の

中に見知らぬ人の存在

など、地域住民の意志にそぐわない変化が起きつつあり、『生活の場として

の町』が揺らいでいる。

2. 菊浜の未来像の提案
ワーケーションは生活と仕事と観光という三つの要素がまじりあう、地域に

開いた宿泊形態である。さらに地域に根付いた滞在の仕方により宿泊者が地

域を一度ではなく何度も訪れることも期待される。今後宿泊施設がさらに増

えていくであろう菊浜において、地域と密接に結びつく新たな宿泊形態であ

るワーケーションを導入することで、菊浜の町の魅力を残しながら宿泊施設

を生活に取り込んだ町の未来像を提案する。

0.「かた」の設計

WORKATION = REST× WORK ×VACATION
REST : 日常生活（食事、入浴、睡眠）、ホテル内で足る行為

WORK : 仕事・勉強・作業など

VACATION : 非日常的行動、旅の中で楽しみや豊かさを含む行為

WORK

RESTVACATION

時間的関係

空間的関係

空間的関係

WORKATION

ワーケーション関係施設の調査・分析を行った。

■まちリノベーションの定義

町の中であたりまえに存在しているものに操

作を加え、その町における価値を引き出す。

りまえに存在しているものに操

町における価値を引き出す。

まちリノベーション

■まちリノベーションの提案への適応

菊浜の四つの空き地を対象とし、その周辺
に存在する菊浜において

あたりまえな要素を取り込み、新たな
空間の設計を行う。

ワーケーション

「あたりまえ」な要素

菊浜まちリノベーション
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YANAGISAWA Studio / SUGIMOTO KOMORI

4. 設計
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菊浜の町では古い建物が一部取り壊されるなど、大きな空き地が生ま

れつつある。さらに、ホテルや商業施設など大きな機能を要する建物

が建てられる可能性がある。この状況に対し、閉じたファサードの連

続する街並みを守りながら中でつながっている空間をつくり、図書館

とワーケーション施設という大きな機能を収容することを提案する。

①街並みを継承する

大きな空き地
ＲＷ:壁に囲まれる

Ｒ:子供のみ入れる

Ｒ:天窓の下で寝る

W: 壁とスラブで　 
　 こもるもとのファサードを踏襲して建てる

V: 屋根上に登り町を見渡す

Ｒ:壁面本棚で本を選ぶ

③高瀬川とつながる

高瀬川は菊浜の住民に庭のように

活用されている場所である。

この提案では、高瀬川からその奥

の住宅につながる空き地を敷地と

し、高瀬川にある大きな緑と家や

道に存在する小さな緑をつなげ、

誰でも自由にとどまることができ

る公園のような場所でワーケー

ションを行う事を考える。

高瀬川 住宅街

R・V: 高瀬川沿いとどまる 

V: 高瀬川の眺め

R・V: お店に行く R・V: 公園のようにくつろぐ

W: 高さを選ぶ

沿いと沿いと瀬川沿いR・V: 高瀬 まどまるどまる 店に行・V: お店にR・V: おR・V

川

V: 高瀬川の眺め

住宅街

ようにのように公園のようにV: 公 くつろぐくつろく

W: 高さを選ぶW: 高さを選ぶ

行く R・V

菊浜では細く、魅力のある道に対して個人の建物が移動

に必要な幅のぎりぎりまで建っていて、個人と公共の空

間がはっきりと分かれている。個人の空間と公共の空間

である道との間に人がとどまれる緩衝を設け、ワーケー

ションを行うことを考える。

②道のそばでたまる

V:既存の路地から
　 迷い込む

W: 囲まれた場所

W: 開けた場所

W: 膨らみにたまる

V: 町を見る

公共 公共個人

狭い〔菊浜の街並み〕

N

2 階平面図 S=1:600

N

1 階平面図 S=1:600

N

2 階平面図 S=1:600

N

1 階平面図 S=1:600

④鴨川を眺める
菊浜の町と鴨川の距離感は、四条以北の町と鴨川との距離感

とは異なる。菊浜の住人にとって鴨川は眺める対象であり、

現在の川沿いには川に向かうピクチャウィンドウを持つ住宅

やゲストハウスが並ぶ。この提案では、菊浜と鴨川の距離感

を保ちつつ「内から眺める」魅力を味わいながらワーケーショ

ンする空間を考える。

V:鴨川の眺め

V・R: 散歩 V: カフェに寄る

W: 高さを選ぶ

W: 距離を選ぶ

〔四条以北と鴨川〕

外から見る

鴨川

〔菊浜と鴨川〕
内から見る

鴨川

N

平面図 S=1:600

+1500

+3000

+5000

N
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